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SOMÉS SADDLE Co. Ltd. located in Hokkaido is the only one harness maker in Japan. The 
company has made steady progress in technology and domestically produced high quality harnesses. 
The company has exported harnesses to foreign countries and developed the customers with taste in 
horseback riding or horse-drawn carriages including the Imperial Household of Japan. In addition, 
the company also produces beautiful and splendid bags making full use of the harness technology. 
Based on SOMÉS SADDLE case, this paper conducts analyses from the perspective of building 
Customer Experience, and also examines managerial characteristics as Technology Management. 
From the results of analyses using Strategic Experiential Modules, the company forms and maintains 
its Customer Experiences created by Technology Management providing extraordinary products based 
on the production of harnesses and horseback riding culture. 
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 2 ．2 １ヵ月半待ちの鞄「ＰＡＳＳＡＧＥ（パッサージュ）」シリーズ 
鞍づくりで培った技術力やノウハウは、鞄・バッグといったソメスサドルのすべての製品に応用され



































馬具対鞄・バッグの売上比率は、現在すでに 3 対 7 と逆転している〔３〕。 
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 4 ．1 SENSE（感覚的経験価値） 












（ 2 ）馬具で培った技術力を生かし、手縫いで生み出す美しく丈夫なステッチ模様 
馬具作りで培ったステッチは、丈夫でほつれにくい上に美しい。万が一、糸が切れても一気にほつ
れて事故にならないよう耐久性に優れたステッチは、正確で無駄がなく見た目にも美しい。 
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 4 ．2 FEEL（情緒的経験価値） 









 4 ．3 THINK（創造・認知的経験価値） 







（ 2 ）G 8 各国首脳への贈答品として洞爺湖サミットで選ばれた実績 
2008（平成20）年はソメスサドルにとって大きなニュースがあった。同社の鞄・バッグ、は北海















（ 4 ）伊勢丹や有名プロ騎手に選ばれた実績への関心と信頼感 
鞄・バッグについては、「ファッションの伊勢丹」として定評のある伊勢丹に選ばれたブランドとし








 4 ．4 ACT（行動的経験価値） 








この砂川ファクトリーに併設されたショップでは年に 2 回フェアが開催される。フェアには毎回 1
万人を超える来場者がこの砂川ファクトリーを訪れるという。むろん、フェアのとき以外でも、家族
連れや観光客が連日訪れている。ヒアリングに訪れた当日は、札幌からの「ソメスサドル砂川ファク
トリーとパティシエロード半日観光コース」の観光バスの団体客にも遭遇した。もはや、 1 企業の 1
工場である以上に、地域振興や観光振興にも貢献している。 
（ 2 ）ソメスサドル青山店を訪れるという行動 
ソメスサドルにとって首都圏で始めての直営店となる「ソメスサドル青山店」は、一流ブランド路
面店が立ち並ぶ閑静な東京・南青山に2005（平成17）年にオープンした。骨董通りを少しだけ入った









（ 3 ）鞄・バッグを世代にわたって愛用したり、修理したりしてモノを大切にするライフスタイル 
ソメスサドル砂川ファクトリーでのフェアへの来場者は、百貨店等のバイヤーのみならず、不思議







 4 ．5 RELATE（関係的経験価値） 






















 4 ．6 小 括 
以上のようにソメスサドルの商品を経験価値創造の視点から分析した結果、SENSE、FEEL、THINK、
ACT、RELATE の経験価値モジュールのいずれもが高度な水準で具備されており、ソメスサドルの商
品は経験価値の集合体であるといえる。また、従来のマーケティングの枠組みである4P よりも 5 つの
経験価値モジュールに基づいた方が整然と説明することができる。したがって、ソメスサドルは、経験
価値を顧客に提供し、顧客もそうした経験価値に感動し支持してきたといえる〔７〕。 
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 5 ．技術経営としての分析 
本節では、技術経営としてのソメスサドルの経営的特質ないしは強みを技術力（縫製および多品種少
量生産）、素材、技術者（エンジニア）、工場（ファクトリー）という 4 つの観点から分析する。 
 
 5 ．1 技術力―耐久性に優れた縫製と多品種少量生産への対応 


























 5 ．2 厳選された革素材と、革素材特性を活かしきるノウハウ 
厳選した革素材はソメスサドル製品のクオリティを支える非常に重要な要素である。革という素材は、
製品として形になる前の状態、つまり、なめした革の状態ではプロでも見きわめは難しい。鞍・バッグ







のづくりがある。ソメスサドルで使用される革の種類はおよそ60種類にのぼり、 1 種類の革で多くて 4





















































CAD 式裁断機などの技術でさらに強化され、前節の経験価値で述べた SENSE、FEEL、THINK で表
わされる経験価値をもたらしている。また、高い技術力をもった若手エンジニアの育成も現在と将来の
ソメスサドル製品の強さを支えており、FEEL、THINK で得られる経験価値を支えている。また、砂
















〔 1 〕 「小さな金メダルカンパニー」『日経ビジネス』2004年 8 月 9 日・16日号、p.26、日経 BP 社 
〔 2 〕 「小さなトップ企業」『日経ビジネス』2001年 1 月29日号、p.60、日経 BP 社 
〔 3 〕 佐藤郁夫・森永文彦・小川正博編著『北海道の企業 2  ビジネスをケースで学ぶ』、北海道大学出版会、2008
年 
〔 4 〕 Schmitt, Bernd H., Experiential Marketing: How to Get Customers to Sense, Feel, Think, Act, and Relate 
to Your Company and Brands, Free Press, 1999（嶋村和恵・広瀬盛一共訳『経験価値マーケティング－消費
者が「何か」を感じるプラスαの魅力－』、ダイヤモンド社、2000年） 




〔 6 〕 長沢伸也編著、大泉賢治・前田和昭共著『ルイ・ヴィトンの法則－最強のブランド戦略－』、東洋経済新報社、
2007年 
〔 7 〕 長沢伸也・須藤雅恵「国産馬具メーカー「ソメスサドル」にみる経験価値創造」、『第10回日本感性工学会大
会予稿集』、23A-03、pp.1-3、日本感性工学会、2008年 





─   ─ 98
 
 
 
